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ここで
r: 森幹伐採の係数（deforestation coe缶cient), 
X: 震点移動後にNをp=Oでべき乗変換した変数｛loge(N+l) },
Kr: 初期森林比率纏．
コーンパーツ関数の特殊型である（1）式を総合解析データファイルのデータを用いて非親形留婦に
より割屈したところ、メッシュ毎の森林面積比率と同人口密度対数値との関係に影響を及ぼす第3
の変数として地形の起伏量が存在するものの、緩斜面の区画では、安定して (1）式が成立することが
わかった。
6.総合考察
環境データの計量的な取扱いの意義と、そのことによって得られた定量的なモデルを環境計画へ
拡張する際の可能性と開題点を検討したG その結果、今まで複雑で因果関係の推定や追跡が困難で
あった複合環境中の環境因子桔互の動態を解明する際に、本研究の手法を適用することが、有効な
方法のひとつであることを示した。
